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★大平町地域協議会だよりは、市のホームページにも掲載しております。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
平
地
域
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、五
年
と
定
め
ら
れ
た
地
域
自
治
区
制
度
の
折
り
返
し
の
年
で
あ
る

昨
年
は
、試
行
錯
誤
を
重
ね
た
二
年
間
を
踏
ま
え
な
が
ら
、地
域
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
地
域
協
議
会
で
は
、自
主
的
に
調
査
研
究
を
行
う
組
織
と
し
て
新
た
に

研
究
会
を
立
ち
上
げ
、地
域
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、自
治
会
や

商
工
会
、小
中
学
校
等
と
の
懇
談
を
重
ね
、地
域
の
課
題
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、そ
の
解
消
に
向
け
て
市
長
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、各
地
域
協
議
会
委
員
が一
堂
に
会
す
る
地
域
自
治
交
流
会
を
開

催
し
、地
域
資
源
の
活
用
に
関
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、地
域
間
の
交
流
と

各
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
栃
木
市
は
、来
年
に
は
岩
舟
町
が
加
わ
り
、県
内
で
三
番
目
に
人
口
が
多

い
市
に
な
り
ま
す
。地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、少
し
ず

つ
歩
み
出
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、地
域
の
声
が
届
か
な
く
な
っ
た
と
皆
様

に
ご
指
摘
を
い
た
だ
か
な
い
よ
う
、今
後
も
各
種
団
体
や
他
の
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
、よ
り
一
層
き
め
細
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、更
な
る
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、希
望
に
満
ち
た
、飛
躍
の
年
に

な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
末
国
政
に
お
い
て
、
三
年
前
に
は
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
政

権
交
代
と
い
う
歴
史
的
変
革
が
起
こ
り
ま
し
た
。
大
被
災
後
の
復
興
は

遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
国
民
の
生
活
基
盤
は
次
第
に
弱
体
化
し
て
い
る

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、栃
木
市
自
治
区
制
度
三
年
間
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。私

た
ち
大
平
町
地
域
協
議
会
は
、一
年
一
年
経
験
を
積
み
上
げ
な
が
ら
、委
員
一

同
新
た
な
役
目
を
果
た
す
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、柔
軟
に
情
報
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、協
議
会
の
中
に
全
員
参

加
の
研
究
会
を
創
り
行
動
し
て
み
ま
し
た
。三
地
区
に
分
け
て
各
自
治
会

長
と
の
意
見
交
換
会
を
開
き
、す
べ
て
の
小・中
学
校
、商
工
会
、総
合
支
所

課
長
と
の
情
報・意
見
交
換
会
な
ど
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。ま
た
、委
員
は

各
種
イ
ベン
ト
や
会
議
に
も
参
加
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。そ
れ
ら
を
も
と

に
市
長
への
意
見
具
申
も
い
た
し
ま
し
た
。よ
う
や
く
今
後
残
さ
れ
た
二
年

間
の
、一つ
の
レ
ー
ル
が
見
え
た
思
い
で
す
。

　
現
在
、合
併
特
例
法
の
中
で
設
け
ら
れ
た
期
間
五
か
年
の
自
治
区
制
度

を
、そ
の
後
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
日
々
厳
し
さ
を
増
す
日
本
社
会
の
実
相
は『
不
安
社
会
』だ
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。『
よ
り
よ
い
社
会
へ
』を
目
指
し
つ
つ
も
、む
し
ろ
次
第
に
遠
の
い
て
し

ま
う
現
状
を
直
視
し
な
が
ら
、私
た
ち
の
地
域
の
後
退
を
食
い
止
め
、未
来
あ

る
も
の
へと
繋
い
で
い
け
る
よ
う
手
を
取
り
合
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
新
し
い
年
が
大
平
地
域
の
良
き
歩
み
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
重
ね

て
皆
さ
ま
の
ご
健
康
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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今
後
10
年
間
の

本
市
教
育
行
政
が

目
指
す
基
本
的
な

方
向
性
と
５
年
間
の

施
策
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
策
定
し
ま
す
。

●
計
画（
案
）の
概
要

【
第
１
章
】 教
育
を
取
り
巻
く

　
　
　
　
　
　
　
環
境
の
現
状
と
課
題

◇
現
状

　
①
少
子
高
齢
化
の
進
行

　
②
進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
情
報
化

　
③
地
域
社
会
の
変
容

　
④
子
ど
も
た
ち
の
状
況

　
⑤
教
育
に
対
す
る
市
民
意
識

◇
課
題

①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
の
進
展
等

　
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
能
力
の
育

　
成
及
び
そ
の
た
め
の
学
習
機
会
の
充

　
実
を
図
る
こ
と
。

②
市
民
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　
の
多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
住
民

　
が
柔
軟
に
地
域
の
活
動
に
参
加
し
、

　
協
力
し
あ
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

栃
木
市
を
き
れ
い
で
住
み
よ
い
ま
ち

　
　 
に
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
生
活
環
境
部
環
境
課
】

第
8
回（
11
月
20
日
）

　
　
　
大
平
町
地
域
協
議
会

《
意
見
聴
取
事
項
》

栃
木
市
教
育
計
画（
案
）に
つ
い
て

　
　  

【
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
】

　
り
を
推
進
す
る
こ
と
。

③
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
緒
に
な
っ

　
て
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
健

　
全
育
成
に
努
め
る
こ
と
。

【
第
２
章
】 計
画
の
基
本
理
念

　
『
だ
れ
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て

　
生
き
生
き
と
学
び
続
け
る
栃
木
市
で
、

　
市
民
が
互
い
に
絆
を
結
び
、

　
未
来
を
拓
く「
生
き
る
力
」を
も
っ
た

　
子
供
た
ち
を
育
て
、

　
ふ
る
さ
と
を
誇
れ
る
人
づ
く
り
・ま
ち

　
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。』

【
第
３
章
】 教
育
の
目
標

◇
人
生
の
礎
・
生
き
る
力
を
育
む
学
校

　
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

◇
生
き
生
き
と
学
び
、
人
づ
く
り
・
ま

　
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
生
涯
学
習
を

　
推
進
し
ま
す
。

◇
地
域
の
一
体
感
と
活
力
を
醸
成
す
る

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
ま
す
。

◇
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
み
、

　
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

　
ま
す
。

【
第
４
章
】 施
策
の
展
開（
抜
粋
）

①
学
校
教
育
の
充
実　

・
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進

・
児
童
・
生
徒
指
導
の
充
実

・
開
か
れ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の

　
推
進

・
幼
・
保
・
小
・
中
・
高
の
連
携
・
交

　
流
の
充
実

　
環
境
美
化
意
識
の
向
上
を
図
り
、き
れ

い
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
策
定
し
ま
す
。

②
生
涯
学
習
の
充
実

　
・
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

　
・
市
民
の
学
習
機
会
の
充
実

③
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
・
支
援

　
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
推
進

④
文
化
の
振
興

　
・
文
化
団
体
等
の
育
成
・
支
援

　
・
郷
土
芸
能
等
の
継
承
支
援

●
策
定
ス
ケ
ジュ
ー
ル

◇
11
月
20
日
〜
12
月
21
日
ま
で
パ
ブ　

　
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
。

◇
平
成
25
年
３
月
を
目
途
に
策
定
。

地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

　
原
案
の
と
お
り
、
了
承
す
る
。

●
条
例
案
の
構
成

第
１
条 

目
的

第
２
条 

定
義

第
３
条 

総
合
的
推
進

第
４
条 

市
民
等
の
責
務

第
５
条 

事
業
者
の
責
務

第
６
条 

所
有
者
等
の
責
務

第
７
条 

市
の
責
務

第
８
条 

遵
守
事
項

第
９
条 

飼
い
犬
等
の
所
有
者・飼
養
管　

　
　

 　
理
者
の
遵
守
事
項

第
10
条 

環
境
美
化
重
点
期
間
の
設
定

第
11
条 

環
境
美
化
重
点
地
区
の
指
定

第
12
条 

地
域
ク
リ
ー
ン
推
進
員

第
13
条 

立
入
調
査

第
14
条 

指
導
、勧
告
及
び
命
令

第
15
条 

公
表

第
16
条 

罰
則

第
17
条 

両
罰
規
定

第
18
条 

代
執
行

第
19
条 

関
係
法
令
の
活
用
等

第
20
条 

行
政
手
続
に
関
す
る
特
例

第
21
条 

委
任

●
施
行
期
日　

◇
平
成
25
年
４
月
１
日

　
た
だ
し
、第
16
条
及
び
第
17
条
の
規　

　
定
は
、同
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
し
、同

　
日
以
後
に
行
わ
れ
た
行
為
に
係
る
も
の

　
か
ら
適
用
し
ま
す
。

●
経
過
措
置

◇
施
行
期
日
以
前
に
、合
併
前
市
町
の
旧

　
条
例
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
手
続
に
つ

　
い
て
は
、こ
の
条
例
で
引
き
継
ぎ
ま
す
。
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《
報
告
事
項
等
》

大
平
南
小
学
校
校
舎
整
備
基
本
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

【
大
平
教
育
支
所
】

地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

原
案
の
と
お
り
、了
承
す
る
。

　
な
お
、こ
の
条
例
を

形
骸
化
さ
せ
ず
に
、正

式
な
手
続
き
に
沿
っ
て
、

的
確
に
運
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　
改
築
に
伴
い
、大
平
南
小
学
校
の
教　

育
を
進
め
る
上
で
必
要
な
施
設
機
能
を
確

保
す
る
た
め
に
策
定
し
ま
す
。

●
施
設
整
備
方
針
の

　
　
　
　
　
　
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
概
要

①
学
習
内
容
や
情
報
化
社
会
の
変
化
に

　
柔
軟
に
対
応
で
き
る
施
設
整
備

・
社
会
の
変
化
に
長
期
に
わ
た
り
対
応

　
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な
計
画
。

・
多
様
な
学
習
形
態
、
弾
力
的
な
集
団

　
編
成
、
学
習
教
材
の
配
置
等
を
可
能

　
と
す
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
。　

②
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
低
減
及
び
維
持
管
理

　
の
し
や
す
さ
に
対
応
で
き
る
施
設
設
備
。

・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
安
く
、
長
期

　
使
用
に
耐
え
う
る
施
設
。

・
修
繕
や
補
修
が
で
き
る
だ
け
少
な
く
、

　
か
つ
費
用
が
か
か
ら
な
い
施
設
。

・
自
然
採
光
や
十
分
な
通
風
を
確
保
し
、快

　
適
で
省
エ
ネ
に
も
役
立
つ
施
設
。

③
環
境
と
の
共
生
及
び
地
域
と
の
景
観

　
に
配
慮
し
た
学
校
施
設

・
係
わ
る
人
す
べ
て
に
優
し
い
施
設
。

・
太
陽
光
発
電
の
設
置
等
、
省
エ
ネ
に

　
配
慮
し
た
施
設
。

・
環
境
学
習
の
場
と
し
て
の
施
設
整
備
。

④
木
の
ぬ
く
も
り
を
活
か
し
た
学
校
施
設 

・
木
材
を
利
用
し
た
ぬ
く
も
り
、
香　

　
り
、
肌
触
り
、
優
し
さ
等
、
木
の
特

　
性
を
最
大
限
に
活
か
し
た
居
心
地
の

　
良
い
雰
囲
気
の
あ
る
施
設
。

⑤
地
域
開
放
型
の
学
校
施
設

・
地
域
住
民
の
交
流
の
場
・
生
涯
学
習

　
の
場
と
し
て
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
だ

　
れ
も
が
学
べ
る
施
設
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

　
ど
の
地
域
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

　
地
域
の
風
が
行
き
交
う
学
校
施
設
。

⑥
防
災
拠
点
と
し
て
対
応
で
き
る
施
設
整
備

・
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
施
設
。

●
施
設
概
要

◇
構
造
及
び
規
模

・
階
数　
３
階　

・
延
べ
床
面
積　

　
約
４
，
５
０
０
㎡

◇
必
要
諸
室

・
教
室

　
　
普
通
教
室　
12
室

　
　
特
別
支
援
学
級
室　
２
室

・
特
別
教
室

　
　
児
童
会
室
、音
楽
室
、家
庭
科
室
、　

　
　
理
科
室
、図
工
室
、パ
ソ
コ
ン
室
、　

　
　
図
書
室
、外
国
語
教
室
等

・
管
理
諸
室

　
　
校
長
室
、職
員
室
、作
業
室
、　　
　

　
　
会
議
室
、保
健
室
、放
送
室
、印
刷
室
、      

　
　
教
材
室
、職
員
更
衣
室
等

・
東
校
舎
に
入
れ
る
特
別
教
室

　
　
学
童
保
育
室
、地
域
交
流
室
、多
目

　
　
的
室
、Ｐ
Ｔ
Ａ
室
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
ル
ー
ム

●
実
施
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◇
平
成
24
年
度

　
基
本
計
画
策
定
、
基
本
設
計
業
務

◇
平
成
25
年
度

　
実
施
設
計
業
務
、
解
体
設
計
、
測　

　
量
、
リ
ー
ス
設
計
、
仮
設
校
舎
建
築

◇
平
成
26
・
27
年
度

　
校
舎
改
築
工
事
、
既
存
校
舎
解
体
工

　
事
、
仮
設
校
舎
解
体

◇
平
成
28
年
度

　
外
構
工
事
、
校
庭
整
備
工
事

《地域協議会の付帯意見
　　に対する市の回答》
　協議会からの意見に対し、担当課
から次のとおり回答がありました。

栃木市ブランド推進事業について
◎地域協議会
『栃木市ブランドを推進するにあたっ
ては、消費者の視点を十分に取り入
れることを要望する』

●産業振興部商工観光課
『消費者の視点をより一層重視する
ために、消費者団体の方を委員に入
れるなど検討してまいります』

◆
お
詫
び
と
訂
正

　
大
平
町
地
域
協
議
会
だ
よ
り
第
23
号

４
ペ
ー
ジ
斎
場
再
整
備
事
業
の「
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
」に
つ
い
て
、「
平
成
25
年
度
」

と
あ
り
ま
し
た
が
、「
平
成
25
年
度
〜
平

成
29
年
度
」の
誤
り
で
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



4大平町地域協議会だより

平成 25年  1 月第 24号

今
後
の
地
域
協
議
会
の
予
定

◆
第
11
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
2
月
19
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜

◆
第
12
回
大
平
町
地
域
協
議
会

　
3
月
21
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】 

大
平
総
合
支
所 

　
　
　
　
　
　
　
別
館
大
会
議
室

　

※

会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方

　
　
は
、開
始
時
間
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ

　
　
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
の

　
　
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
大
平
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
、ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、左
記
の
電
話
や

F
A
X
、メ
ー
ル
等
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い（
様

式
不
問
）。

　
ご
意
見
等
の
内
容
に
よ
っ
て
、地
域
協

議
会
で
検
討
い
た
し
ま
す
。
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　　　　　　　　―第24号―
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第
9
回（
12
月
20
日
）

　
　
　
大
平
町
地
域
協
議
会

《
意
見
徴
収
事
項
》

保
育
所
整
備
基
本
計
画（
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　  

【
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
】

　
保
育
を
取
り
巻
く
課
題
や
社
会
環
境
の

変
化
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
、着
実
な

保
育
所
整
備
を
進
め
る
た
め
策
定
し
ま
す
。

●
保
育
の
状
況

◇
施
設
数　
22
か
所（
公
立
＋
私
立
）

◇
築
30
年
以
上
の
公
立
保
育
園
数

　
栃
木（
４
か
所
）・大
平（
２
か
所
）

　
藤
岡（
４
か
所
）

◇
特
別
支
援
保
育
の
状
況（
23
年
度
）

　
公
立（
23
人
）・私
立（
０
人
）

◇
入
所
者
の
状
況（
23
年
度
）

　
・入
所
者
数　
１
，８
５
６
人

　
・定　
員　
１
，７
２
５
人

　
・入
所
率　
１
０
７
．６
％

●
課
題
の
整
理

①
新
市
と
し
て
、地
域
バ
ラ
ン
ス
や
地
域
特

　
性
を
踏
ま
え
た
整
備
。

②
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
への
的
確
な
対
応
。

③
老
朽
化
に
伴
う
建
物
の
耐
震
性
に
関
す

　
る
検
討
。

④
公
と
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し

　
た
役
割
分
担
を
行
い
、保
育
環
境
整
備

　
を
進
め
る
こ
と
。

●
保
育
所
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

①
子
供
の
安
全
性
の
確
保
、地
域
間
の
バ
ラ

　
ン
ス
を
最
優
先
に
、老
朽
化
し
て
い
る
公

　
立
保
育
所
の
統
廃
合
を
実
施
し
ま
す
。

②
意
欲
と
保
育
の
質
を
確
保
で
き
る
民

　
間
活
力
を
導
入
し
ま
す
。

③
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
対
応
す
る

　
た
め
、保
育
士
の
配
置
や
勤
務
条
件
等
、

　
ハー
ド
整
備
と
併
せ
た
ソ
フ
ト
整
備
も

　
進
め
ま
す
。

●
保
育
所
整
備
方
針・整
備
計
画

◇
目
標
量
の
設
定

・
定
員
を
195
人
増
や
し
、１
，９
２
０
人

　
に
設
定
し
ま
す
。

・
今
後
整
備
す
る
保
育
所
の
定
員
は
、　

　
110
人
程
度
に
し
て
い
く
予
定
。

◇
大
平
東
保
育
園
と
ぬ
ま
わ
だ
保
育
園

　
の
統
合（
大
平
地
域
関
連
）

・
栃
木
駅
南
部
地
域
に
お
い
て
統
合
し
、

　
医
療
と
の
連
携
を
特
徴
と
し
た
保
育

　
所
と
し
て
民
営
化
し
ま
す
。

・
０
歳
児
保
育
、病
児・病
後
児
保
育
を

　
行
い
ま
す
。

・
平
成
27
年
４
月
１
日
の
開
設
が
目
標
。

◇
計
画
の
期
間

　
平
成
24
年
度
〜
平
成
28
年
度
ま
で

地
域
協
議
会
と
し
て
の
意
見

　
下
記
の
事
項
に
留
意
す
る
こ
と
を
前
提

　
に
、了
承
と
す
る
。

①
大
平
南
第
２
保
育
園
の
整
備
に
つ
い
て

　
は
、「
将
来
的
に
統
合
を
検
討
」と
な
っ

　
て
い
る
が
、建
築
後
35
年
が
経
過
し
て
い

　
る
こ
と
、定
員
が
少
な
い
こ
と
、永
野
川
増

　
水
時
に
は
避
難
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

　
な
ど
を
勘
案
し
、近
距
離
に
あ
る
大
平
南

　
第
１
保
育
園
と
の
統
合
も
含
め
て
、早
急

　
に
整
備
計
画
を
立
て
る
こ
と
。

②
施
設
の
設
置
場
所
や
統
合
に
関
し
て
は
、

　
保
育
園
単
独
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、

　
幼
稚
園
・
小
学
校
等
と
の
連
携
に
つ
い

　
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、施
設
利
用
者

　
や
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
く
な
ど
総

　
合
的
に
考
え
る
こ
と
。

③
合
併
以
前
に
お
い
て
は
、大
平
町
保
育

　
所
整
備
推
進
懇
話
会
か
ら
の
答
申（
平

　
成
15
年
３
月
31
日
付
）に
基
づ
き
施
設

　
整
備
を
検
討
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、

　
合
併
に
よ
り
状
況
は
変
わ
っ
た
も
の
の
、

　
基
本
的
な
考
え
方
や
方
向
性
等
に
つ
い
て
は

　
充
分
に
尊
重
し
、参
考
と
す
る
こ
と
。

　
　
な
お
、整
備
計
画（
案
）９
ペ
ー
ジ
の

　
「
反
対
意
見
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。」の

　
記
述
は
、誤
解
を
招
く
こ
と
が
懸
念
さ

　
れ
る
こ
と
か
ら
、当
答
申
の
記
述
通
り

　
「
賛
否
両
論
」に
改
め
る
こ
と
。

　【
付
帯
意
見
】

　
ぬ
ま
わ
だ・大
平
東
の
統
合
保
育
園
に

つ
い
て
は
、円
滑
な
統
合
を
進
め
る
た
め
、

病
児・病
後
児
保
育
を
前
面
に
打
ち
出
し

た
モ
デ
ル
事
業
と
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。


